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条
里
制
・
古
代
都
市
研
究
会
編

『
古
代
の
都
市
と
条
里
』

　
本
書
は
、
日
本
古
代
の
条
里
制
や
都
城
・
地
方

宮
衙
の
研
究
の
第
～
線
に
立
っ
て
き
た
条
里
制
・

古
代
都
市
研
究
会
の
発
足
三
十
周
年
を
記
念
し
、

文
献
史
・
考
古
学
・
歴
史
地
理
学
な
ど
の
骨
面
を

結
集
し
て
刊
行
さ
れ
た
書
籍
で
あ
る
。
一
九
八
五

年
の
発
足
時
同
会
は
「
条
里
制
研
究
会
」
で
あ
り
、

二
〇
〇
七
年
に
「
条
里
制
・
古
代
都
市
研
究
会
扁

と
改
称
し
て
い
る
。
そ
の
間
、
年
刊
の
雑
誌
『
条

里
制
・
古
代
都
市
研
究
睡
（
旧
名
圃
条
里
網
研

究
臨
）
以
外
に
　
九
九
七
年
に
『
空
か
ら
見
た
古

代
遺
跡
と
条
里
臨
、
二
〇
〇
九
年
に
は
鯛
日
本
古

代
の
郡
衙
遺
跡
』
を
そ
れ
ぞ
れ
発
足
十
周
年
・
二

十
五
周
年
を
期
し
て
刊
行
し
て
き
た
。
日
本
古
代

の
土
地
制
度
の
根
幹
た
る
条
里
制
は
言
う
ま
で
も

な
い
が
、
古
代
都
城
を
は
じ
め
と
す
る
都
市
も
古

代
史
研
究
の
重
要
な
素
材
で
あ
る
。
本
書
は
主
に

条
里
遺
構
に
焦
点
を
絞
っ
た
前
掲
二
書
と
は
や
や

趣
を
異
に
し
、
文
字
通
り
「
条
里
制
」
と
「
古
代

都
市
」
の
両
輪
を
備
え
た
書
籍
と
な
っ
た
。

　
構
成
は
古
代
都
市
編
と
条
里
制
編
の
二
編
に
大

き
く
分
か
れ
る
。
古
代
都
市
編
は
古
代
都
市
・
地

方
都
市
・
五
畿
七
道
の
国
府
の
三
部
構
成
、
条
里

制
編
は
条
里
（
総
論
）
と
五
畿
七
道
の
条
里
の
二

部
構
成
を
と
る
。
古
代
都
市
の
章
で
は
飛
鳥
京
か

ら
平
安
京
ま
で
の
宮
都
と
離
宮
に
つ
い
て
、
地
方

都
市
の
章
で
は
大
宰
府
・
多
賀
城
・
斎
宮
に
つ
い

て
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家
が
言
及
す
る
。
条
里
の
総

論
（
金
田
章
裕
）
で
は
、
条
里
地
割
の
変
遷
を
荘

園
の
条
里
プ
ラ
ン
ま
で
を
視
野
に
入
れ
、
通
時
的

に
描
写
し
て
い
る
。
五
畿
七
道
の
国
府
と
条
里
を

取
り
上
げ
る
章
で
は
、
と
も
に
畿
内
と
七
道
そ
れ

ぞ
れ
に
独
立
し
た
項
目
を
立
て
、
大
国
単
位
で
関

連
遺
構
を
遺
漏
な
く
取
り
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、

執
筆
陣
の
大
半
が
各
地
域
の
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
や
博
物
館
で
文
化
財
保
護
に
直
接
携
わ
る
埋

蔵
文
化
財
担
当
職
員
や
学
芸
員
、
或
い
は
当
該
地

域
に
深
く
コ
ミ
ッ
ト
し
た
研
究
に
従
事
す
る
大
学

教
員
で
あ
る
の
は
特
筆
さ
れ
よ
う
。
以
上
の
よ
う

な
網
羅
性
と
個
々
の
遺
跡
に
密
着
し
た
編
集
方
針

こ
そ
が
専
門
学
会
の
編
著
な
ら
で
は
の
も
の
で
あ

る
と
い
え
る
。

　
ま
た
、
最
新
の
発
掘
成
果
や
研
究
を
貧
欲
に
取

り
入
れ
て
い
る
の
も
特
色
で
あ
る
。
目
に
留
ま
る

も
の
を
幾
つ
か
選
ぶ
と
、
飛
鳥
京
の
立
地
と
百
済

の
都
城
と
の
関
連
（
井
上
和
人
）
、
大
宰
府
客
引

跡
地
と
多
賀
城
の
饗
応
施
設
と
の
関
係
（
鈴
木
拓

也
）
、
八
世
紀
後
半
の
斎
宮
よ
り
見
ら
れ
る
二
重

の
柵
列
（
榎
村
寛
之
）
、
平
城
京
の
十
条
大
路
か

と
話
題
に
な
っ
た
下
三
橋
遺
跡
へ
の
雷
及
（
山
本

崇
）
、
東
大
寺
領
大
井
荘
の
成
立
に
関
す
る
新
出

史
料
を
用
い
た
荘
域
の
再
考
（
矢
田
勝
）
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
よ
う
か
。
～
般
書
よ
り
の
読
み
や
す
い

体
裁
・
文
体
と
最
新
の
研
究
成
果
へ
の
目
配
り
の

両
立
は
、
本
書
を
一
層
優
れ
た
も
の
に
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
本
書
の
際
立
っ
た
特
長
は
、
図
表
の

豊
富
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
持
ち
運
び
に
簡
便
な

サ
イ
ズ
と
、
内
容
に
比
し
て
安
価
な
価
格
を
実
現

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
関
連
諸
分
野
へ
の
専
門

的
関
心
を
お
持
ち
の
方
は
も
と
よ
り
、
日
本
古
代

史
へ
の
一
般
的
関
心
や
古
代
遺
跡
の
ブ
イ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
等
の
目
的
に
も
本
書
は
適
し
て
い
よ
う
。

広
く
一
読
を
勧
め
た
い
。
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